
学校番号 208 

令和５年度 芸術科(美術) 

 

教科 芸術 科目 
美術Ⅰ 単位

数 
２ 年次 １ 

使用教科書 「高校生の美術１」 （日本文教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・課題作品は完成させて提出することを徹底的に要求する 

・奔放な表現と神経の行き届いたフィニッシュとのバランスの大切さを理解させる 

・用具や画材の大切さを理解し、メンテナンスや後始末をしっかりとさせる 

 

２ 学習の到達目標 

 美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社

会の中 の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法

を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。  

（2）  造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生

成し創造 的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方

を深めたりする ことができるようにする。  

（3） 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとと

もに，感 性を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現  

c:主体的に学習に 

取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

感じ取ったことや考えた

ことなどを基にした発想

や構想ができている。 

発想や構想をしたことを

基に，創造的に表す技能

が使えている。 

感じ取ったことや考えたこ

と、目的や機能、美しさなど

から主題を生成し、創造的な

表現の構想を練っている。 

造形的な見方・考え方を中心と

し、発想や構想の双方に考えを

働かせ、主体的に学習に取り組

もうとしている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグループワー

クの様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作の様子 

ワークシート 

制作途中の作品 

作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・i

‐bo
x 

 

【鑑賞】【絵画・彫刻】 

・オリエンテーション 

教科書等を鑑賞し、多様な

表現形式について学び、

「美術Ⅰ」の学習イメージを

持つ。 

・i‐box 

a:美術の多様な表現に関心を持

ち、これからの学習に意欲を高

めている。 

b:想像力を広げ、自分の考えを表

現するために構成などを工夫

している。 

c:課題の意図を理解し、色鉛筆の

特性を生かして表現しようと

している。 

d:美術作品などのよさや美しさ

を感じ取り、美術の働きや文化

ついての理解を深めている。 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアスケ

ッチ 

 

作品 

教
科
書
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ 

【デザイン】 

・教科書モンタージュ 

 画用紙にアクリル絵の具で

着色する。 

アイデアスケッチのイメー

ジに合うように明度・彩度・

配色・構成等を工夫し表現

する。 

a:教科書にある参考作品に関心

を持ち、形や色彩などの働きを

考えながら構想を練ったり、表

現したりしようとしている。 

b:条件や美しさとなどから、形や

色彩などの働きを考えて表現

の構想を練っている。 

c:アクリル絵の具の特性を生か

し、表現方法を工夫して、条件

や計画を基に表現しようとし

ている。 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアスケ

ッチ 

 

作品 

     

マ
イ
ポ
ス
タ
ー 

・自分の好きなモノを描きい出

しイデアスケッチプリントを作

成する。 

 

 

・雑誌・広告などのメディアか

ら素材を集める。 

 

・集めて素材を画面上に配置

して構想を練る。 

 

・配置がきまったら、接着し作

品を完成させる。 

 

・相互鑑賞 

 プレゼンテーション 

a:メディアの特性を生かして表

現することに関心をもち、表現

や鑑賞の活動に主体的に取り

組もうとしている。 

b:メディアの特性を踏まえ、目的

を基に主題を生成し、視覚的要

素を工夫して表現の構想を練

っている。 

c:効果的な表現方法や編集を工

夫して表現しようとしている。 

d:コラージュ作品の特質や視覚

的効果を生かした独自の表現

効果などを感じ取り、作品の主

題や作者の表現意図、効果的な

表現の工夫などを読み取り、作

品や作者について理解してい

る。 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアスケ

ッチ 

 

作品 



２
学
期 

 

美
術
館
・博
物
館
鑑
賞
レ
ポ
ー
ト 

【鑑賞】 

・美術館・博物館に展示され

ている作品から、３作品選

び、表現の特徴や工夫につ

いて自分の意見を述べ、まと

める。 

・作品について調べる。 

・鑑賞レポートを提出する 

a:美術の表現の特質に関心を持

ち、日本及び諸外国の美術や文

化について理解しようとして

いる。 

d:美術の表現の特質や様式、主題

や表現方法、日本及び諸外国の美

術や文化について理解を深めて

いる。 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアスケ

ッチ 

 

作品 

拡
大
模
写 

・課題のための写真を用意す

る。 

・雑誌・広告などのメディアか

ら素材を集める。 

 

・拡大するための用紙を作成

する 

・拡大するために素材に補助

線を入れる 

 

・手順に従い作品を完成させ

る。 

 

 

・相互鑑賞 

 プレゼンテーション 

a:メディアの特性を生かして表

現することに関心をもち、表現

や鑑賞の活動に主体的に取り

組もうとしている。 

b:メディアの特性を踏まえ、目的

を基に主題を生成し、視覚的要

素を工夫して表現の構想を練

っている。 

c:効果的な表現方法や編集を工

夫して表現しようとしている。 

d:コラージュ作品の特質や視覚

的効果を生かした独自の表現効

果などを感じ取り、作品の主題や

作者の表現意図、効果的な表現の

工夫などを読み取り、作品や作者

について理解している。 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアスケ

ッチ 

 

作品 

３
学
期 

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
ろ
う 

【デザイン】【鑑賞】 

・プリントＴシャツの鑑賞 

・アイデアスケッチ 

文字をレタリングし基本に

デザインを考えるテーマに

沿ったＴシャツのデザイン

を各自で考える。 

・アイデアスケッチの相互鑑

賞（班） 

・制作 

 アクリル絵の具や布用メディ

ウムなど必要な素材等を用

いて、制作を行う。 

・相互鑑賞・プレゼンテージョ

ン（全体） 

a:生活や社会を心豊かにする美

術の働きやデザインの目的や

条件、機能や用途などを考えて

表現することに関心を持ち、表

現や鑑賞の活動に主体的に取

り組もうとしている。 

b:デザインの目的、機能、美しさ

などから主題を生成し、描画材

や表現形式の特性、形や色彩な

どの働きを考えて表現の構想

を練っている。 

c:目的や意図に応じて材料や用

具の特性を生かし、表現方法を

工夫して、目的や計画を基に表

現しようとしている。 

d:作者の意図や表現の工夫、よさ

や美しさなどを感じ取り、生活や

社会を心豊かにする美術の働き

や作品などついて理解を深めて

いる 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

アイデアスケ

ッチ 

 

作品 



※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


